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❶ 計画の概要
計画策定の背景と趣旨

　国は、少子化の進行やこどもの貧困等、多様化する子育てに関する諸問題に対応するため、令和 5
年 4月に『こども家庭庁』を創設し、こども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していくための
包括的な基本法として「こども基本法」を施行しました。令和 5年 12 月には「こども大綱」が閣議
決定し、令和 6年 5月には、こども家庭庁が各省庁と連携して進めるこども政策の全体像及びアクシ
ョンプランとなる「こどもまんなか実行計画 2024」が決定されました。
　多可町においては、「こども基本法」に基づき、全てのこどもが、将来にわたって幸福な生活を送る
ことができる社会の実現を目指し、こども政策を総合的に推進することを目的とした「市町村こども
計画」として「多可町こども計画」を策定します。

計画の法的位置づけ
　本計画は、「こども基本法」第 10条第 2項に基づく「市町村こども計画」としてこども大綱を勘案
するとともに、「子ども・若者育成支援推進法」第 9条第 2 項に定める「市町村子ども・若者計画」
として策定しています。
　昨年度策定の「第 3期多可町子ども・子育て支援事業計画」は「子ども・子育て支援法」第 61 条
第 1項の規定に基づく「市町村子ども・子育て支援事業計画」と、「次世代育成支援対策推進法」第 8
条第 1項の規定に基づいて定める「市町村行動計画」の内容を一体的に策定した計画としての位置づ
けです。

「子ども・子育て支援事業計画」との関係性
　本計画は「第 3期多可町子ども・子育て支援事業計画」の上位計画にあたり、「次世代育成支援対策
推進行動計画」については、本計画においても共通する施策や取組も多いため、重ねて掲載をします。
　また、「第 3期多可町子ども・子育て支援事業計画」に含まれなかった要素として、市町村の努力義
務として定められている「市町村こどもの貧困の解消に向けた対策計画」を一体的なものとし、こども・
若者の意見をより反映したものとして策定します。
　今後は、次期「子ども・子育て支援事業計画（令和 12年度〜 5年間）」策定のタイミングで本計画
である「こども計画」と一本化して、「第 2期多可町こども計画」とする予定です。

計画の期間
　本計画の期間は、令和 8年度から令和 11年度までの 4年間とします。また、社会・経済情勢の変
化や、本町のこどもと家庭を取り巻く状況、保育ニーズの変化など、様々な状況の変化に対応するため、
必要に応じて適宜、計画の見直しを行うこととします。
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❷ 計画の基本的な考え方
基本理念

　「第 3次多可町教育ビジョン（多可町教育振興基本計画）」では、基本理念を「明日の多可町を担う　
こころ豊かな人づくり」、重点目標を「ふるさと多可町を愛し、自らの夢や目標に向かってたくましく
生きる、こころ豊かな子どもの育成」と「いつでも、どこでも、だれでもいきいき学べる　生涯学習
のまちづくり」として、本町の教育を推進しています。
　「第 3期多可町子ども・子育て支援事業計画」では、「多可町教育ビジョン」の目指すべき姿をもと
に「明日の多可町を担うこころ豊かな人づくり」を基本理念に掲げ、こども・子育て支援を総合的か
つ計画的に進めていくこととしています。
　本計画においても、この基本理念を踏襲し、こども・若者施策を推進していくこととします。

　サブタイトルについては、「こどもの生活アンケート調査」の結果、「こども・若者の意見聴取」の
結果のとりまとめを公表した上で、「多可町でちからを入れてほしいこと」として 5つのテーマについ
て町内の小学生〜 34歳の若者にウェブサイトにて選んでもらいました。
　特に「つづく」には 2つの決意を込めています。1つは、若者が多可町での生活を将来の選択肢と
して思い描き、住みつづけたい、また戻ってきたいと感じられる環境を整える「暮らしの継続」です。
もう 1つは、妊娠・出産から青年期まで、成長段階に応じた支援が切れ目なく提供される体制を整え
る「支援の継続」です。
　この「つづく」安心を土台に、地域との多様な「つながり」を育み、次世代へ希望を「つないで」
いくことで、多可町の未来を創る「こころ豊かな人」を育みます。

【 多可町でちからを入れてほしいことのアンケート結果 】

❸ 施策体系
　3つの重点目標のもとに、取組の方向性とこども・若者視点、町の支援視点の両視点からみた目指
す姿を新たに設定し、各事業を推進していきます。

【 計画の施策体系 】
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①いえる、かわる、かえってくる ( みんなの声がとどくまち )

②つなぐ、つながる、つづく（ずっと安心してくらせるまち）

③まもる、そだてる、えらべる（やってみたいを支えるまち）

④ちかい、あつまる、ひろがる（みんなが集まれる場所があるまち）

⑤ふみだす、あそぶ、かがやく（やりたいことに挑戦できるまち）
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居 場 所
・�自分らしく過ごせる場所を自ら選び、安心できる
生活をつくる

・�一人ひとりのペースに合わせ、自分を肯定できる
居場所を整える

（取組の方向性）目指す姿

子ども・子育て支援事業計画見込量（再掲）

❶�こども・若者の 
未来へ進む力を支える 
取組の推進

❸�子ども・子育て支援事業
計画に基づく施策の推進

（再掲）

❷�こども・若者の生まれ 
育った環境にかかわらず
心理的・経済的に支える
取組の推進

交　通
・�多様な手段を活用し、行きたい場所へ自ら動いて
つながる

・�通学等の負担を取り除き、スムーズな移動を支え
つづける

挑　戦
・�多可町の魅力（人・自然等）をいかして挑戦し、
将来の選択肢を自ら広げる

・�新たな一歩を支え、地域や企業とともに挑戦しつ
づけられる土壌を育む

就労・定住
・�多可町での暮らしを楽しみ、新しい挑戦をつづけ
られる基盤をつくる

・�将来を現実的に描けるよう、仕事と住まいの土台
を整える

安 心 感
・�悩みや不安を、自分に合ったやり方（方法）によ
って伝えることで、こころと体の健康を整える

・�相談のしかたを選べる体制を築き、こころと体の
健康を支える切れ目ない支えを継続する

（1）教育・保育事業の提供

（2）地域子ども・子育て支援事業の提供

経済的支援
・�経済的な不安を解消し、学びや挑戦に専念できる
安心を得る

・�支援を必要とする人に確実に届け、生活の安定と
未来への投資を支える
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❹ 施策の展開
重点目標❶ こども・若者の未来へ進む力を支える取組の推進

現状と課題
　こども・若者アンケートでは、居場所の不足、交通の不便さ、制度の認知不足、生活基盤への不安
が課題として示されています。安心して過ごせる居場所の確保、移動手段の選択肢拡大、「やりたい」
を形にする機会づくり、仕事・住まいの土台整備が求められています。

目指す姿

区分 こども・若者視点 町の支援視点

居 場 所 自分らしく過ごせる場所を自ら選び、安心で
きる生活をつくる

一人ひとりのペースに合わせ、自分を肯定で
きる居場所を整える

交　通 多様な手段を活用し、行きたい場所へ自ら動
いてつながる

通学等の負担を取り除き、スムーズな移動を
支えつづける

挑　戦 多可町の魅力（人・自然等）をいかして挑戦
し、将来の選択肢を自ら広げる

新たな一歩を支え、地域や企業とともに挑戦
しつづけられる土壌を育む

就労・定住 多可町での暮らしを楽しみ、新しい挑戦をつ
づけられる基盤をつくる

将来を現実的に描けるよう、仕事と住まいの
土台を整える

今後の方向と目標
居 場 所
	▶落ち着ける場所や話せる場所を増やします。
	▶一人でも、誰かとでも自分のペースで安心して過ごせる場所を自ら選べる環境を整えます。
	▶�自分の気持ちを安心して言える空気を広げます。意見が町政に「つながる」体験を通じて、自分の
存在が町をつくっている実感（自己肯定感）を育みます。

交　通
	▶中高生の通学にかかる負担への支援を「つづけ」ます。
	▶バスが通らない地域でも移動に困らないよう、地域と一緒に助け合いの移動手段をつくります。
	▶バス・自転車・ライドシェアなど選べる移動手段を増やします。

挑　戦
	▶多可町で学んだことや出会った人との関わりを思い出せるような、愛着の種を育み「つづけ」ます。
	▶�多可町の資源を使ったイベント企画などの体験を通じて、「やりたい」を形にするチャンスを増やします。
	▶多可町に住みながら多様なスキルを身につけることで、未来の選択肢が広がる環境を整えます。

就労・定住
	▶�進学等で町を離れる若者とも関わりを持ちつづけられる仕組みをつくり、いつでも戻ってきやすい
関係を「つなぎ」ます。
	▶「多可町で暮らす」という選択を現実的なものにするための土台を整えます。

重点目標❷ �こども・若者の生まれ育った環境にかかわらず心理的・
経済的に支える取組の推進

現状と課題
　こどもの生活アンケートでは、「自分の意見を大人に聞いてもらえている」と感じているこどもは
84.5%と一定の肯定感がある一方、相談したくない、相談にのってほしくないという声も寄せられま
した。目に見える解決だけでなく、孤独感に寄り添い、多様な「聞いてもらえる場」を確保し、伴走
し「つづける」体制の構築が求められています。
　また、保護者の 77.7%が「子育ての経済的負担を感じる」と回答し、若者の奨学金返還支援や交通
助成などの制度認知度は前者が 18.1%、後者が 31.8% と低く、支援がありながらも必要な人へ「つ
ながっていない」ことが最大の課題です。経済面の支えを「つづける」とともに、行政から確実に情
報を届けることで、将来への不安を現実的な安心に変える取組が必要です。

目指す姿

区分 こども・若者視点 町の支援視点

安 心 感
悩みや不安を、自分に合ったやり方（方法）
によって伝えることで、こころと体の健康を
整える

相談のしかたを選べる体制を築き、こころと
体の健康を支える切れ目ない支えを継続する

経済的支援 経済的な不安を解消し、学びや挑戦に専念で
きる安心を得る

支援を必要とする人に確実に届け、生活の安
定と未来への投資を支える

今後の方向と目標
安 心 感
	▶�こども・若者が利用しやすい SNS（LINE 等）を通じたプッシュ型の情報発信と相談窓口の整備を
進めます。
	▶�目に見える解決だけでなく、こころにも寄り添えるよう、気軽に話を聴いてもらえる場を確保し、
話した後も支え「つづけ」る仕組みをつくります。
	▶�地元食材を使った献立を通じて地域と「つながり」、日頃の食生活においても健康的な食習慣を身に
つけ、体の丈夫さを意識し、向上させる力を育てます。

経済的支援
	▶「安心して暮らせる」経済的な支えを「つづけ」、より充実した支援への拡充を検討していきます。
	▶町で働き、暮らし続けられる実感を高める支援を進めます。
	▶�仕組みを知れば暮らしが変わる支援制度をもっと知ってもらい、
必要な人に届くように「つなぎ」ます。
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重点目標❸ 子ども・子育て支援事業計画に基づく施策の推進（再掲）
　第 3期子ども・子育て支援事業計画で定めた数値目標は、教育・保育の基盤を支える重要な指針で

あるため、本計画においても引き続き活用するものです。家庭と地域が支え合う多可町らしい環境を
さらに充実させ、誰もが「多可町で子育てをしてよかった」と感じられるよう、切れ目なくつづく支
援と、持続可能な体制づくりを進めます。

【 子ども・子育て支援制度の概要 】

教育・保育事業 地域子ども・子育て支援事業

	⿟利用者支援事業
	⿟地域子育て支援拠点事業
	⿟乳児家庭全戸訪問事業
	⿟養育支援訪問事業
	⿟子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業
	⿟子育て短期支援事業
	⿟ �子育て援助活動支援事業�
（ファミリーサポートセンター事業）
	⿟一時預かり事業
	⿟延長保育事業
	⿟病児保育事業
	⿟放課後児童健全育成事業
	⿟子育て世帯訪問支援事業
	⿟児童育成支援拠点事業
	⿟親子関係形成支援事業
	⿟産後ケア事業
	⿟妊婦健康診査
	⿟実費徴収に係る補足給付を行う事業
	⿟多様な事業者の参入促進能力活用事業

施設型給付
	⿟認定こども園
	⿟幼稚園
	⿟保育所

地域型保育給付
	⿟小規模保育
	⿟家庭的保育
	⿟居宅訪問型保育
	⿟事業所内保育

施設等利用
	⿟認可外保育施設等
	⿟ �施設型給付を受けない幼稚園等

	⿟ �乳児等通園支援事業�
（こども誰でも通園制度）

子育てのための施設等利用給付

乳児等のための支援給付

教育保育給付
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